
保護者
の声

　「滋賀県誕生の日」から150年の節目に合わせ、滋賀県の公文書を用いた
公開授業を、膳所高等学校で開催しました。今後も、公文書を活用した学習の
充実に取り組んでいきます。

　滋賀県では、障害のある児童が、特別支援学校と地元の小学校双方に
籍を置く副籍（副次的な学籍）制度※に取り組んでいます。
　「共に学び育つ」場の充実に向けて、特別支援学校
の児童が、小学校に副籍を置いて地元の友達と共に
学んだ様子を紹介します。

　長浜養護学校の児童が、長
浜市立富永小学校（副籍校）で
図画工作科の学習をしました。
在籍校で慣れ親しんだ教材を
使うことで、意欲的に学習でき
ました。友達からの言葉がけに
目線を向けて応じるなど、主体
的に関わろう
とする姿があ
りました。

　三雲養護学校の児童が、甲賀
市立希望ヶ丘小学校（副籍校）で
音楽科の学習をしました。事前に
練習した成果を発揮し、友達の演
奏に合わせてタンブリンを鳴らす
ことができました。
　「できた」と実感することで本人
の自信につなが
りました。

　生徒たちは、膳所城と彦根城に関する公文書をもとに、「なぜ膳所城が
廃城となったのか」、「なぜ世界遺産登録を目指している彦根城は残った
のか」を考え、日本の近代化や文化財保護について学びを深めることが
できました。公文書などの歴史的資料に興味・関心を持つことで、その時
代の人々が地域の課題とどのように向き合い、現在の滋賀県がつくられ
てきたのかを考えることが期待されます。

公文書館所蔵の資料を活用した公文書館所蔵の資料を活用した
公開授業を開催しました公開授業を開催しました

問合せ先 高校教育課　☎077-528-4571

問合せ先 特別支援教育課　☎077-528-4643

　彦根城を残した当時の
人々の考えを知ることが
できました。

　過去の出来事について
自分なりに深く考えること
ができました。

副籍を活用して副籍を活用して
「共に学び育つ」場を充実していきます！「共に学び育つ」場を充実していきます！

※�副籍制度の
詳細は、こ
ちらをご覧
ください。

　医療的ケアの必要な子でも一
緒に楽しく学習できる場になりま
した。友達からの刺激もたくさん
もらえてよかったです。

　緊張しながらも楽しく過ごすこ
とができてよかったです。成長は
ゆっくりですが、わが子の成長を
うれしく感じています。

ICTを活用した 食 育 食 育 の取組
　県内の各学校では、ICTを積極的に活用し、自己管理や望ましい食習慣に
つながる食育を進めています。

　滋賀県教育委員会のHPには、
朝食のレシピと調理動画を掲載
しています。さっと作れる時短メ
ニューやSNS映えメニュー、休日
に家族で作りたくなるメニューな
どが盛りだくさんです。ぜひ、ご
活用ください。

問合せ先
保健体育課　☎077-528-4614

レシピや調理動画は
こちら

彦根市の小学校での取組

　彦根市共通の動画教材を
作成し、「朝ごはんの大切さ」
や「地域の食材」について学
んでいます。動画視聴の後
は一人ひとりが日々の食生
活を振り返り、学習したこと
やこれからできることにつ
いて考え、ワークシートにま
とめます。

　子どもたちは、遊びを通してたくさんのことを学んでいます。例えば、コマ
回しや竹馬など、はじめはうまくできなくても、あきらめずに繰り返し挑戦し、
やり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになります。
　「やってみたい！」「こうなりたい！」という思いを大切にすることで、自分で考
えたり、工夫したりしながらやり遂げようとする「学びに向かう姿勢」が育まれ
ます。

　ご家庭でも、自分の力で挑戦する過程を見守り、たくさん褒めることで、
子どもの自信や意欲を育み、小学校生活につながる幼児期の学びを応援
しましょう。

問合せ先 幼小中教育課　☎077-528-4661

幼児教育

特別支援教育

幼児期は、「生きる力」の基礎を育てる重要な時期です。

小学校で幼児期での学びを発揮できるように小学校で幼児期での学びを発揮できるように
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ゼロゼロ

からのスタートではありません～からのスタートではありません～

取り組んだ過程を認め、
褒めましょう

安心・信頼安心・信頼

温かなまなざしで、
じっくり

見守りましょう

子どもが、自分の力をのびのびと
発揮するためには、安心できる環境と

信頼関係が大切です。

自分でやろうとする
気持ちを大切にしましょう

達成感・達成感・
満足感満足感 繰り返し繰り返し

挑戦挑戦

上手に回せた！

コマを上手く
回せるようになりたい！

次は、コマを長く
回したいな

自信自信
意欲意欲

　県内拠点地域の学校に派遣された発達障害支援アドバイザーから教員が助言を得て、「個別の
指導計画」をもとに、発達障害等により学びにくさのある児童生徒一人ひとりのつまずきや困難さ
に応じて、教科学習での具体的な支援方法を検討し、実践しています。また、学び方や支援を発達

段階に応じて児童生徒本人とともに振り返ることで、効果を高
めています。得られた効果的な支援方法は、県内に広めていき
ます。一人ひとりの学びにくさに対応できる教員の専門性の向
上とともに、自分に合った学び方がわかり、主体的に学習に取
り組む子どもの育成を目指します。

特別支援教育の視点に立った「個別最適な学び」推進事業

特別支援教育課　☎077-528-4643問合せ先

PDCAサイクルによる
個別の指導計画を中心に置いた教科指導の実践

・�個別の指導計画に追加・修正
・�本人・保護者との評価の共有

ACTION
・�有効な指導・支援について
本人とともに整理
・課題の把握

CHECK

・授業の計画
・�ICT機器等を活用した一人ひとり
に合った指導・支援の計画

PLAN

個別の指導計画

・授業実践
・�個に応じた
学習

DO

学びにくさのある児童生徒への支援の充実に向けて通常の
学級における

一人ひとりの
学びの最適化

特別支援教育の視点から

小学校での
「学びに向かう

姿勢」へ

～共生社会の実現を目指して～～共生社会の実現を目指して～

支援方法の検討

　小学校の児童からは「また一緒に学習したい」「また来てくれるかな」と
いう声があがるなど、クラスの一員として共に学ぶことができたようです。
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